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「景観」
をテーマに

開催！

平成30年度

　みなさんと顔を合わせて話しあい、考えあう住民懇談

会。今年度は「景観」をテーマに町内３施設で開催しまし

た。懇談会の内容の一部を抜粋してお知らせします。

　今回の懇談会では、名城大学教授 海
かいどう

道清
きよのぶ

信氏を招き、

東浦町の景観についてお話ししていただきました。

　東浦町では、平成28年度に東浦

町景観計画を策定し、平成29年度

に東浦町景観条例を施行しまし

た。東浦町景観計画の中では、４

つの重点区域候補地区を定めて

います。

　これらの「景観」は、東浦町がも

ともと持っている資源です。こ

れらを「守り、活かし、創る」ことで、

誇りや生きがいのある暮らしの

空間が生まれ、ひいては東浦の価

値の向上にもつながります。

参加者 　於大まつりの前に、黄色い花が明徳寺

川の護岸に咲いていて、八重桜とのコラボレー

ションが素敵でした。しかし、後日丁寧に刈り

取られていました。清掃、すなわち、きれいに

するということが、景観を台無しにすることも

あると感じました。

町長 　草刈りの際に、特定の花だけを残して

雑草を刈ることは難しいので、作業している方

を責めることはできませんが、少しくらい遊び

心があってもよかったかもしれません。

全内容は、町

ホームページ

に掲載してい

ます。

重点区域
候補地区

文
化
セ
ン
タ
ー（
12
月
15
日
）

参加者 　屋敷の黒壁の家屋が減ってきています。

古いものがなくなってきていることを寂しく感

じています。

町 　地域の方々には、黒板塀の代わりに、

黒いフェンスを設置していただくなど、ご協力

をいただいています。今後、黒壁をどのように

保護していくか、行政だけでなく住民の方と一

緒に考えていきたいです。

参加者 　目標とする景観の具体的なモデルをつ

くるべきだと思います。行動を起こしたくても、

目指す方向が分かりません。

町長 　今後は、みなさん全員が目指す景観の

共通イメージをもてるようにしたいと思ってい

ます。それには、景観に加えて防災面も充足さ

せる方法を考えるなど、知恵を出しあって、合

意形成を行っていきたいです。

「郷中のまち並み」の景観（生路）

「ぶどう畑」の景観（森岡）「屋敷のまち並み」の景観（緒川）

明徳寺川を軸とする《根》と
《狭間》の景観（明徳寺川周辺）

「景観」に対する取り組み
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森
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
12
月
15
日
）

生
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
12
月
20
日
）

参加者 　景観を大切にし、まち並みを昔のまま

保存するのはいいことだと思いますが、郷中は

道が細く、防災面が心配です。

海道教授　東京都墨田区では、路地に木造の住宅

が密集しています。道を広げずに防災機能を上

げるため、路地尊という広場が設置され、お地

蔵さんのようなシンボルとなっています。その

広場は、井戸があったり、避難場所となったり

します。

参加者 　森井戸には、ヤマトタケルノミコトに

ちなんだ伝説がありますが、今では世帯の減少

が進み、地域で保護することが大変です。

海道教授　学生を集めて、森井戸を掘ってみては

どうでしょうか。

町 　海道先生からご提案をいただいたよう

な景観を向上させる活動として、町では、景観ま

ちづくり共感プロジェクトを行っています。先日、

石浜の藤塚公園の枝払いをして、地域のみなさ

んとよい景観をつくりました。

海道教授　生路の路地に名前をつけてみたらどう

でしょうか。路地にはその地区の歴史が詰まっ

ていると思います。名前をつけることで、歴史

を次の世代につなげることができます。

町長 　神後院の坂には、「伊
い く じ ん ざ か

久神坂」という

愛称がつけられました。生路には歴史の名残

がたくさんあるので、古いものを大事にしな

がら、新しいものをつくっていくといいと思っ

ています。

参加者A　ぶどう畑の景観といえば、ネットや棚

の形の話になると思いますが、まずは、ぶどう

農家が減っているという現状に目を向けるべき

ではないでしょうか。

参加者B　ぶどう農家でない私たちも、ぶどう畑

の手伝いがしたいと思っています。自然環境学

習の森の竹の廃材を利用して、みんなで柵を作

るのはどうでしょうか。

参加者C　柵は、盗難防止目的で設置しています。

竹の柵ですと、すぐに劣化してしまうかもしれ

ません。現在、昔の木製の電柱を柵として使用

していますが、防腐剤が染み込ませてあるので、

数十年持ちます。

町長 　ぶどうの柵は、文化的景観と言うこと

ができるかもしれません。また、夢のような話

ですが、地域でぶどうを盗むことができないよ

うな雰囲気作りができれば、柵が必要なくなる

かもしれません。

参加者A　武豊線の車窓から眺める景色が好きで

す。斜面に家が並んでいる景観を見ながら、毎

日電車に乗っています。

参加者B　中町交差点から南東を見下ろす景色は、

空が広いように感じ、晴れた日は特にきれいです。

町長 　私も、中町から見る風景や、武豊線で

石ヶ瀬川を渡る時の夕日がきれいだと思ってい

ます。自分の好きなシーンを切り取って、都市

計画だけでなく、福祉や農業など様々な要素と

リンクさせ、みなさんと共に景観をつくってい

きたいです。


